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二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
六
月
一
七
日
（
日
曜
日
） 

第
一
八
回 
聖
書
と
内
村
鑑
三
に
学
ぶ
会 

発
表
レ
ジ
ュ
メ 

 

キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
研
究
に
関
す
る
中
間
報
告 

 

―
一
九
〜
二
〇
世
紀
英
国
の
事
例
を
も
と
に
「
受
肉
の
神
学
」「
千
年
王
国
説
」
を
ど
う
捉
え
る
か

― 

独
立
系
研
究
者 

倉
井
香
矛
哉 

     ・
は
じ
め
に 

 

今
回
は
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
か
ら
継
続
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
関
す
る
研
究
の
「
中
間
報
告
」
を
行
い
た
い
。
と

い
う
の
も
、
調
査
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
社
会
運
動
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
背
景
に
あ
る
（「
贖
罪
の
神

学
」
と
対
置
さ
れ
る
）「
受
肉
の
神
学
」
の
評
価
、
あ
る
い
は
、
千
年
王
国
説
の
扱
い
＝
「
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
の
あ
と
に
神
の
国
が

到
来
す
る
」
の
か
、
そ
れ
と
も
、「
再
臨
に
さ
き
が
け
て
、
人
間
の
手
で
神
の
国
＝
理
想
社
会
の
建
設
を
目
指
す
」
の
か
、
と
い
っ

た
神
学
的
課
題
に
つ
い
て
も
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
思
い
至
っ
た
た
め
、
ひ
き
つ
づ
き
時
間
を
か
け
て
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

    

・
英
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
概
観 

 

発
表
者
は
、
二
〇
一
五
年
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
関
す
る
研
究
を
開
始
し
た
。
一
一
月
一
日
（
日
）、
万
聖
節
（
諸
聖
人
の

日
）
に
設
立
さ
れ
た
白
十
字
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
研
究
会
（
白
十
字
の
会
）
は
、
約
一
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
一

二
月
に
機
関
誌
『
基
督
教
友
愛
新
聞
』
を
創
刊
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
代
表
者
（
書
記
長
）
の
日
々
の
労
働
の
合
間
に
、
月
刊
の
ペ

ー
ス
で
刊
行
を
つ
づ
け
て
き
た
。 

 

具
体
的
な
研
究
内
容
と
し
て
は
、
一
九
世
紀
中
盤
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
産
業
化
・
機
械
化
の
進
展
と
キ
リ
ス
ト
教
会
の
動

向
、
と
く
に
英
国
教
会
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
）
の
事
例
を
概
説
し
、
聖
職
者
の
Ｆ
．
Ｄ
．
モ
ー
リ
ス
、
法
廷
弁
護
士
の
Ｊ
．
Ｍ
．

ラ
ド
ロ
ー
、
作
家
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
た
ち
の
運
動
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

一
八
四
八
年
を
起
点
と
す
る
英
国
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
は
、
そ
の
後
、
一
旦
収
束
し
、
人
間
精
神
を
「
掘
り
下
げ
る
」
こ

と
を
目
指
し
た
モ
ー
リ
ス
に
よ
る
労
働
者
教
育
の
取
り
組
み
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
系
譜
は
、
小
説
家
と
し
て
も
著
名

な
ト
マ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
美
術
評
論
家
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
や
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
画
家
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
、
今

日
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
労
働
者
の
た
め
の
組
織
の
「
構
築
」
を
目
指
す
ラ
ド
ロ
ー
が
主
導
し
た
協
同
組

合
運
動
は
、
Ｅ
．
Ｖ
．
ニ
ー
ル
ら
の
協
力
を
得
て
、（
労
働
者
生
産
協
同
組
合
と
消
費
者
協
同
組
合
と
の
あ
い
だ
で
緊
張
関
係
を
は

ら
み
な
が
ら
も
）
そ
の
後
の
国
際
的
な
協
同
組
合
運
動
の
展
開
の
う
ち
に
、
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
一
八
五
〇
年
代
中
盤
に
一
旦
終
焉
し
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
は
、「
異
端
」
の
聖
職
者
と
呼
ば
れ
た
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
・
ヘ
ド
ラ
ム
率
い
る
聖
マ
タ
イ
・
ギ
ル
ド
（
Ｇ
Ｓ
Ｍ
）
の
創
設
、
さ
ら
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ア
の
主
導
す
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会

連
合
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
の
設
立
に
よ
っ
て
、
一
八
八
〇
年
代
に
見
事
な
復
活
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス

で
は
、
Ｈ
．
Ｍ
．
ハ
イ
ン
ド
マ
ン
率
い
る
社
会
民
主
連
盟
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
や
Ｅ
．
Ｂ
．
バ
ッ
ク
ス
、
エ
リ
ノ
ア
・
マ
ル
ク

ス
ら
の
結
成
し
た
社
会
主
義
者
連
盟
、
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ク
・
ポ
ド
モ
ア
や
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
の
指
導
し
た
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
を
は
じ

め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
主
義
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
英
国
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
と
も
時

に
連
携
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
を
覆
う
不
況
の
時
代
に
対
峙
し
た
。 

 

↓
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
は
、
労
働
者
の
教
育
、
協
同
組
合
運
動
な
ど
の
方
向
性
を
含
み
な
が
ら
、
一
八
八
〇
年
代
の
社
会

主
義
復
活
の
時
代
に
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
た
。 

  

し
か
し
一
方
、
教
会
中
心
的
な
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
、
社
会
改
良
に
関
し
て
行
動
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
姿
勢
に
対
す

る
不
満
を
背
景
に
、
聖
職
者
の
パ
ー
シ
ー
・
ウ
ィ
ド
リ
ン
ト
ン
や
歴
史
家
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｈ
・
ト
ー
ニ
ー
ら
は
、
一
九
〇
六
年
、

教
会
社
会
主
義
者
連
盟
（Church Socialist League

、
略
称
：
Ｃ
Ｓ
Ｌ
）
を
設
立
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
出
身
者
が
多
く
参

加
し
、
学
術
性
よ
り
も
労
働
者
色
が
強
く
、
実
効
性
を
求
め
て
国
家
機
構
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
同
じ
く
一
九
〇
六
年
に

結
成
さ
れ
た
労
働
党
と
の
協
力
を
基
本
方
針
と
し
て
い
た
。（
初
代
労
働
党
党
首
の
ケ
ア
・
ハ
ー
デ
ィ
は
、
一
八
七
七
年
に
キ
リ
ス

ト
教
の
信
仰
に
至
り
、
福
音
派
の
組
合
教
会
に
通
っ
て
い
る
。
ハ
ー
デ
ィ
の
社
会
主
義
は
、
政
治
的
信
条
や
経
済
理
論
に
と
ど
ま
ら

ず
、
山
上
の
垂
訓
に
基
づ
く
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
と
不
可
分
で
あ
っ
た
。） 

 
ま
た
、
そ
の
後
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
建
築
家
の
Ａ
．
Ｊ
．
ペ
ン
テ
ィ
が
提
唱
し
た
ギ
ル
ド
社

会
主
義
で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
の
『
ギ
ル
ド
制
の
復
興
』
で
産
業
社
会
を
批
判
し
、
手
工
業
や
農
業
を
基
盤
と
す
る
中
世
社
会
を
理

想
化
し
た
ペ
ン
テ
ィ
の
思
想
は
、
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
ら
の
系
譜
を
源
流
と
す

る
。
一
九
一
四
年
、
Ｃ
Ｓ
Ｌ
は
ギ
ル
ド
社
会
主
義
を
基
本
方
針
と
し
て
認
め
る
決
議
を
出
し
て
い
る
。 

 

↓
労
働
党
と
の
連
携
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
な
ど
の
思
想
を
通
じ
て
、
社
会
主
義
団
体
と
労
働
者
階
級
と
の
連
携
の
気
運
が
強
ま
っ

て
い
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
成
果
は
、
国
民
教
会
を
目
指
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
の
時
代
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。 

大
西
宏
氏
コ
メ
ン
ト
卓
実
は
私
も
非
常
に
興
味
を
も
つ
テ
勖
マ
な
の
で
す
劤
あ
る
講
演
会
で
南
原
元
東
大
総
長
が
政
治
的
言
説

活
動
を
し
て
い
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
伝
道
と
同
一
価
値
剽
剽
と
い
う
趣
旨
の
話
を
聞
い
た
の
で
す
が
劣
す
ん
な
り
心
に
落
ち
ま

せ
ん
で
し
た
劤
か
と
い
勂
て
そ
れ
は
信
仰
者
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
疑
う
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
劤
こ
の
辺
り
に
つ

い
て
深
い
と
こ
ろ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
劤
こ
れ
は
単
な
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
史
の
範
疇
に
留

ま
る
テ
勖
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
劤	
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・「
受
肉
の
神
学
」
と
は
何
か 

 
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
黎
明
期
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
に
は
、
英
国
教
会
の
社
会
運
動
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

の
側
面
が
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
八
三
三
年
に
は
じ
ま
っ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
以
後
、
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と

も
呼
ば
れ
る
高
教
会
派
の
指
導
者
た
ち
は
、
現
世
を
肯
定
的
に
解
釈
す
る
「
受
肉
（Incarnation

）」
の
神
学
に
基
づ
い
て
、
精
神

的
・
内
面
的
な
救
済
の
み
を
強
調
す
る
福
音
派
（
低
教
会
派
）
と
対
立
し
て
い
た
。
モ
ー
リ
ス
は
、
彼
の
神
学
思
想
が
「
異
端
」
で

あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
一
八
五
三
年
一
〇
月
に
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
教
授
職
を
罷
免
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
程
な

く
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
労
働
者
カ
レ
ッ
ジ
の
創
立
に
至
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
神
学
者
と
し
て
の
モ
ー
リ
ス
の
思
想
が
脈
々
と
伏
在

し
て
い
る
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
は
、「
神
の
国
」
で
あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
は
世
界
の
実
際
の
根
柢
で
あ
る
」
と
い
う
確
信
で
あ
る
。

モ
ー
リ
ス
に
と
っ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
は
、「
神
の
国
」
が
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
現
実
や
関
係
の
う
ち
に
「
実
在
」
す
る
「
真

実
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
関
係
性
を
掘
り
下
げ
、
そ
の
根
柢
に
「
神
の
秩
序
」
を
発
見
し
、
人
間
存
在

を
「
再
生
」
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
モ
ー
リ
ス
の
講
義
に
出
席
し
て
い
た
ヘ
ド
ラ
ム
は
、
聖
マ
タ
イ
・
ギ
ル
ド
の
創
設
の
目
的
と
し

て
、
世
俗
主
義
者
の
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
偏
見
に
対
処
す
る
こ
と
、
聖
餐
式
と
祈
祷
書
を
重
視
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
受
肉
の
精

神
に
よ
っ
て
社
会
的
・
政
治
的
問
題
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
」
の
三
点
を
掲
げ
て
い
た
。
ま
た
、
一
八
八
九
年
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会

連
合
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
を
設
立
し
た
ゴ
ア
の
神
学
も
ま
た
、
現
世
を
肯
定
的
に
捉
え
る
「
受
肉
（Incarnation

）」
の
神
学
で
あ
る
。 

 

↓
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
に
は
、
Ｆ
．
Ｄ
．
モ
ー
リ
ス
以
降
、「
受
肉
（Incarnation

）」
の
神
学
の
系
譜
が
つ
づ
い
て
い

た
。
そ
れ
は
、
人
類
の
原
罪
に
よ
る
堕
落
と
そ
こ
か
ら
の
救
済
を
重
視
す
る
贖
罪
神
学
と
対
比
さ
れ
る
。 

 

・「
千
年
王
国
説
」
を
ど
う
捉
え
る
か 

 

モ
ー
リ
ス
の
神
学
的
中
心
に
あ
る
「
神
の
国
」
に
つ
い
て
、
千
年
王
国
説
、
あ
る
い
は
、
そ
の
後
の
「
神
の
国
」
運
動
と
の
関
連

は
ど
う
な
の
か
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
一
八
八
七
年
の
「
基
本
綱
領
」
で
社
会
主
義
を
明
確
に
標
榜
し
た
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
は
、
リ
カ
ー
ド
の
地
代
論
と
ジ
ェ
ヴ

ォ
ン
ス
の
限
界
効
用
理
論
を
採
用
し
、
漸
進
的
な
社
会
発
展
に
よ
る
理
想
社
会
＝
世
俗
的
な
千
年
王
国
の
建
設
を
目
指
し
た
。 

 

↓
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
団
体
で
は
な
い
が
、
聖
マ
タ
イ
・
ギ
ル
ド
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ヘ
ド
ラ
ム
が
在

籍
す
る
な
ど
、
人
脈
上
の
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
理
想
社
会
の
建
設
」
と
い
う
目
標
の
背
後
に
は
、（
一
九
世

紀
末
に
知
識
人
の
あ
い
だ
で
流
行
し
た
心
霊
主
義
と
の
か
か
わ
り
を
通
じ
て
）
世
俗
的
な
千
年
王
国
説
が
伏
在
し
て
い
る
。 

  

・
中
間
報
告
ま
と
め 

 

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
は
一
九
〜
二
〇
世
紀
に
お
け
る
英
国
の
事
例
を
調
べ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
ま
た
お
そ
ら
く
、
内
村
鑑
三

と
賀
川
豊
彦
（
そ
の
他
、
明
治
〜
大
正
期
の
基
督
教
社
会
主
義
者
）
の
神
学
的
前
提
に
お
い
て
も
、
再
臨
と
「
神
の
国
」
の
到
来
に

つ
い
て
は
根
本
的
な
差
違
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
賀
川
の
神
学
理
解
に
は
独
自
の
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
彼
が
影

響
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
の
「
社
会
的
福
音
」
に
は
、
再
臨
に
先
駆
け
て
千
年
王
国
＝
理
想
社
会
の
建
設
を
目
指
す
、
と
い
う
主
張
が

強
か
っ
た
と
さ
れ
る
）。
発
表
後
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
た
い
。 

 

今
後
、
さ
ら
に
二
〇
世
紀
へ
と
つ
づ
く
歴
史
を
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
を
覆
う
現
代
の
国
際
情
勢
を
見
定
め

る
た
め
の
視
座
を
導
き
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

   


